
公社等外郭団体の改革方針（案） 

団体名 (財)千葉県観光公社 所管所属名  商工労働部観光課 

事
業
内
容 

 県有観光施設「国民宿舎サンライズ九十九里」と「千葉ポートパーク」の指定管理

者として、当該施設の管理運営を行っている。 
  

年度（単位：千円） H18 H19 H20 
総資産 1,359,209 1,386,011 1,374,510
負債 1,005,737 989,773 966,932
資本 353,472 396,238 407,578

貸
借
対
照
表 

累積損益 348,972 391,738 403,078
総収入 1,787,879 1,550,155 1,611,878
経常損益 19,636 66,635 11,783
当期損益 167,975 42,766 11,340

損
益
計
算
書 

減価償却前当期損益 240,330 60,981 23,919
 借入金残高 300,000 300,000 300,000
委託料 156,868 155,408 151,989
補助金・負担金 0 0 0

財
務
状
況 

県
財
政
支
出 その他 0 0 0
（団体の必要性） 
 ２１年４月から３年間「国民宿舎サンライズ九十九里」と「千葉ポートパーク」の

指定管理者として指定されており、県の観光・余暇利用振興事業を行っていることか

ら引続き団体を存続させる必要がある。 
団
体
の
必
要
性 

県
関
与
の
必
要
性 

（県関与（人的・財政的）の必要性） 
 設立以来、理事長以下主要ポストを県派遣職員及びＯＢが占めてきており、県の人

的関与がなくなった場合、業務の効率低下などが懸念され、今後の公益法人制度改革

への対応も含め早急な派遣とりやめはできない。 

分類 民営化 過
去
の
見
直
し
方
針 

・ 県有観光施設については、現在の指定管理期間終了後の譲渡等に向けて検討する。

・ 観光公社のあり方については、現在の指定管理者期間終了後の民営化に向けて検

討する。 

２２



現
在
ま
で
の
取
組
状
況 

・ １９年度に県有観光施設の不動産鑑定を実施 
・ 施設ごとに売却も含めた処分を検討（２１年４月に国民宿舎清和を君津に譲渡）

・ 県有施設を売却した場合の観光公社のあり方について検討中 
・ 役職員数の状況 
        常勤役員（うち県派遣又ＯＢ） 常勤職員（うち県派遣又ＯＢ） 

  １８年度    ３名（２名）        ５６名（１名） 
  ２０年度    1名（1名）         ５４名（２名） 
・ 新給料表の導入（１８年度から：年齢に応じ８から１４％削減） 

役
職
員
の
状
況 

常勤役員   14 ６名⇒ 21 ２名
 うち県ＯＢ 14 ６名⇒ 21 １名
 うち県派遣 14 ０名⇒ 21 １名

常勤職員   14１３１名⇒ 21 ５３名
 うち県ＯＢ 14  ０名⇒ 21  ０名
 うち県派遣 14  ６名⇒ 21  １名

課
題 

・ 譲渡に向けた敷地等の県有財産の確定を早期に行う必要がある。 
・ 民営化後の職員の雇用、公社所有の観光物産センター、パテオの取扱い等につい

て、対策を講じる必要がある。 

分類 民営化 
今
後
の
改
革
方
針
（
案
） 

・ ２４年３月まで県有観光施設「国民宿舎サンライズ九十九里」と「千葉ポートパ

ーク」の指定管理者として指定されている。 
・ 公益法人制度改革や現指定管理期間を踏まえ、民営化に向けて検討する。 
・ 民営化後の職員の雇用、公社所有の観光物産センター、パテオの取扱い等の課題

について、関係者と協議する。  
・ 県有観光施設「国民宿舎サンライズ九十九里」については、譲渡に向けて引続き

検討する。 
 


